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木を活かし
よりよい暮らしを

平成24年4月 1 日から
平成24年9月30日まで
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■ 売上高 ■ 営業利益 ■ 経常利益 ■ 四半期（当期）純利益

■ 木質ボード事業
　木質ボード事業では、復興需要等により化粧パー
ティクルボードや建築用途向けの素材パーティクル
ボードの受注が大きく増加する中、生産効率の更な
る向上に努めるとともに積極的な販売活動を展開し
ました。また、引き続き超低ホルムアルデヒドパー
ティクルボード「リラックス」を基材に使用した製
品を、主に文教施設や医療施設といった非住宅向け
に提案し、販売を促進しました。さらに、多品種小
ロットの需要に対しても短納期で供給できる当社の
強みを活かし、適正な販売価格を維持しながら販売
量を増加させることを徹底することにより収益を確
保しました。

　株主の皆様には、日頃より格別のご高配を賜り厚く御礼
申し上げます。
　さて、当社第79期第2四半期連結累計期間（平成24年4
月1日から平成24年9月30日まで）における事業の概況に
つきまして、ご報告いたします。
　当第2四半期連結累計期間におけるわが国経済は、震災
からの復興需要や各種政策効果等に支えられ緩やかな回復
基調となりました。しかしながら、欧州債務問題をはじめ
とする世界景気の減速懸念の広がり等により、景気の先行
きは不透明な状況となっております。
　住宅業界におきましては、復興需要が徐々に顕在化して
きたことや「復興支援・住宅エコポイント」、長期固定金
利住宅ローン「フラット35Sエコ」といった住宅取得支援
策の継続等により、新設住宅着工戸数は堅調に推移してお
ります。
　このような情勢のもと、当社グループでは、シニアマー
ケット向け製品群「セーフケアプラス」の拡充をはじめと
する新製品の開発を強化し、積極的な販売活動を推進いた
しました。一方、原材料等のコストアップに対処するため
に、調達先の多様化や原材料の見直しによるコスト低減を
推し進めるなどコストダウンの継続に努めてまいりました。
　昨年6月に設立しましたEidai Vietnam Co., Ltd.は、本年
5月より本格的な操業を開始し、8月には初回生産品が国内
の物流拠点に入荷するなど、計画どおり推移しております。
　今後のわが国経済は、復興需要や各種政策に牽引され、
引き続き底堅く推移するものと見ておりますが、世界景気

の減速、円高の長期化等が企業収益を下押しするリスクと
なるなど、依然として不透明感が残されております。
　また、当社の連結子会社である小名浜合板株式会社は、
10月1日より永大小名浜株式会社に商号を変更いたしまし
た。これにより、当社グループの総合力を一層強化し、企
業価値の向上を目指してまいります。
　このような状況の中、当社グループでは、超高齢社会の
進行を見据え、シニアマーケット向け製品群「セーフケア
プラス」の拡充に注力し、シニア世代が居住する住宅向け
をはじめ、介護施設や高齢者向け賃貸住宅への提案を強化
いたします。一方で、鏡面調ラッピング技術を室内ドアや
クロゼットだけでなく造作材など様々な製品に展開して、
独自の鏡面ファッションの創出を目指すとともに、これら
の独自製品を、住宅市場だけではなく非住宅市場、海外市
場へ投入することも推進してまいります。さらにステンレ
ス加工技術を駆使した住設分野、マテリアルリサイクル等
を通じて環境問題に貢献しているパーティクルボード事業
を推進し、フローリングや室内ドアからシステムキッチン
に至るまでの製品開発と生産を手掛ける総合メーカーとし
て業容拡大を図る所存です。
　株主の皆様におかれましては、今後とも当社グループへ
のご理解と温かいご支援ご鞭撻を賜りますよう心からお願
い申し上げます。

平成24年12月　　代表取締役会長　吉川 康長
代表取締役社長　大道 正人

■ 財務ハイライト

市場動向にマッチした
製品の開発に
取り組みます。

代表取締役会長  吉川 康長 代表取締役社長  大道 正人

■ 事業別売上高構成比

住宅資材
87.3％

木質ボード
12.7％

■ 住宅資材事業
　住宅資材事業では、シニアマーケット向け製品群「セーフ
ケアプラス」の拡充に注力しました。4月に握りやすさを追
求した「グリップ手摺」を発売し、8月には介護者の動作に
配慮した設計の「セーフケアプラス 洗面」を発売しました。
一方、他社との差別化による販売シェア拡大の取組として、
建材分野では当社オリジナル技術である「3Dメイク」塗装に
より、木目をより際立たせた「エコメッセージS フィールグ
レインフロア」を発売しました。内装システム分野では、引
き続き美しさとコストパフォーマンスに優れた鏡面調ラッピ
ング技術を活かした「アルティモード」の拡販を進めました。
住設分野では、空気環境に配慮したシステムキッチン「ラ
フィーナエアプラス」やシンプルなデザインを追求した「洗
面台アクアージュ」の拡販を強化しました。
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■ 連結貸借対照表 （単位：百万円） （単位：百万円）

※百万円未満は切り捨て表示をしています。

■ 連結キャッシュ・フロー計算書 （単位：百万円）

科目 当第2四半期末
（平成24年9月30日現在）

前期末
（平成24年3月31日現在）

（資産の部）

流動資産 44,724 46,646

固定資産 14,725 14,666

有形固定資産 9,158 8,489

無形固定資産 253 291

投資その他の資産 5,312 5,885

資産合計 59,449 61,312

科目 当第2四半期末
（平成24年9月30日現在）

前期末
（平成24年3月31日現在）

（負債の部）

流動負債 16,954  18,374

固定負債 3,360  3,542

負債合計 20,314  21,917

（純資産の部）  

株主資本 38,721  38,885

資本金 3,285  3,285

資本剰余金 1,370  1,370

利益剰余金 34,223  34,387

自己株式 △ 157  △ 157

その他の包括利益累計額 413  509

純資産合計 39,135  39,395

負債純資産合計 59,449  61,312

■ 連結損益計算書 （単位：百万円）

科目 当第2四半期（累計）
（平成24年4月 1 日から

平成24年9月30日まで）
前第2四半期（累計）
（平成23年4月 1 日から

平成23年9月30日まで）
売上高 29,267 28,916

売上原価 22,391 22,339
売上総利益 6,876 6,576

販売費及び一般管理費 6,360 6,318
営業利益 516 257

営業外収益 229 238
営業外費用 104 165

経常利益 641 331
特別利益 7 134
特別損失 7 141

税金等調整前四半期純利益 641 324
法人税等 242 109
少数株主損益調整前四半期純利益 399 215

四半期純利益 399 215

科目 当第2四半期（累計）
（平成24年4月 1 日から

平成24年9月30日まで）
前第2四半期（累計）
（平成23年4月 1 日から

平成23年9月30日まで）
営業活動によるキャッシュ・フロー △ 299 △ 1,187

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 827 △ 288

財務活動によるキャッシュ・フロー △ 570 △ 478

現金及び現金同等物に係る換算差額 △ 6 △ 48

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △ 1,704 △ 2,003

現金及び現金同等物の期首残高 12,386 14,257

連結の範囲の変更に伴う現金
及び現金同等物の増減額 244 −

現金及び現金同等物の四半期末残高 10,926 12,253

木目を鮮やかに際立たせたフローリング
「エコメッセージS　フィールグレインフロア」を発売

歩く、座る、寝そべる。つねに身体にふれているフローリング。
住まいの中で一番身近なものこそ、質の高さにこだわりたい。
そんな方々へ向けた “天然木が本来持つ表情” を最大限に活かしたフローリングです。

EIDAIオリジナルの「3Dメイク」を施すことで、ビーチの上品な木目やオークの力強い木目を鮮やかに際立たせました。
カラーはドアや収納などとあわせた全7色をラインナップ。 同系色のベーシックな組み合わせやコントラストを効かせた
コーディネイトなど、さまざまな住空間をお楽しみいただけます。

また基材には、サスティナブルな木材を使用した環境配慮合板や、国産間伐材を有効活用したタフテックベースを採用し、
意匠だけでなく環境にもこだわったフローリングです。

木目、際立つ。
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その他法人
21,703,000株
（46.39％）

外国法人等
722,000株
（1.54％）

自己名義株式
835,995株（1.79％）金融機関

（含金融商品取引業者）
8,072,194株
（17.25％）

個人・その他
15,450,611株
（33.03％）

46,783,800株

所有者別株式分布状況

発行可能株式総数
発行済株式の総数
株主数

大株主

株　主　名 持 株 数 持 株 比 率

永 大 産 業 取 引 先 持 株 会 3,293千株 7.17％

住 友 林 業 株 式 会 社 2,306 5.02

大 日 本 印 刷 株 式 会 社 2,237 4.87

永 大 産 業 従 業 員 持 株 会 1,981 4.31

株 式 会 社 り そ な 銀 行 1,640 3.57

ト ー ヨ ー マ テ リ ア 株 式 会 社 1,550 3.37

三 井 住 友 海 上 火 災 保 険 株 式 会 社 1,518 3.30

す て き ナ イ ス グ ル ー プ 株 式 会 社 1,460 3.18

双 日 株 式 会 社 1,204 2.62

Ｊ Ｋ ホ ー ル デ ィ ン グ ス 株 式 会 社 1,100 2.39
（注）持株比率は自己株式（835,995株）を控除して計算しております。

社 名

設 立

資 本 金

従 業 員 数

本 社

ホームページ

永大産業株式会社（Eidai Co.,Ltd.）

昭和21年7月29日

3,285,301千円

1,003名

〒559-8658
大阪市住之江区平林南二丁目10番60号
Tel.　06-6684-3000

http://www.eidai.com

○ 会社概要 ○ 株式情報

○ 役員・執行役員

永大小名浜株式会社（福島県）※
Eidai Vietnam Co., Ltd.（ベトナム国　ハナム省）
永大スタッフサービス株式会社（大阪市）
永大テクノサポート株式会社（大阪市）
エヌ・アンド・イー株式会社（徳島県）
※ �小名浜合板株式会社は平成24年10月1日に永大小名浜株式会社に 

商号変更しました。

○ 子会社・関連会社

札幌・青森・盛岡・仙台・山形・福島・新潟・宇都宮・
茨城・群馬・埼玉・千葉・柏・東京・東京西・相模原・
横浜・山梨・長野・金沢・静岡・名古屋・三重・京都・
大阪・神戸・姫路・岡山・広島・米子・山口・高松・
松山・北九州・福岡・長崎・熊本・鹿児島・沖縄

○ ネットワーク

営業所

札幌・仙台・新宿・立川・新潟・金沢・静岡・名古屋・
京都・梅田・岡山・広島・博多・沖縄

ショールーム

山口・平生事業所 永大小名浜株式会社敦賀事業所 Eidai Vietnam Co., Ltd.大阪事業所

代表取締役会長 吉 川 康 長

代表取締役 執行役員社長 大 道 正 人

取　 締　 役 専務執行役員 木 村 康 博

取　 締　 役 常務執行役員 熊 沢 衛 司

取　 締　 役 上席執行役員 枝 園 統 博

取　 締　 役 上席執行役員 山 岸 正 明

取　 締　 役 上席執行役員 植 村 正 人

監　 査　 役 （常勤） 米 野 兼 史

監　 査　 役 （常勤） 三 上 恵 司

監　 査　 役 今 村 祐 嗣

監　 査　 役 櫻 田 典 子

執 行 役 員 鷹 山 伸 一

執 行 役 員 久 後 健 二

執 行 役 員 西 村 　 明

永大小名浜株式会社

永大スタッフサービス株式会社
永大テクノサポート株式会社

エヌ・アンド・イー株式会社
大阪事業所

山口・平生事業所

本社 生産拠点 営業拠点 子会社・関連会社

敦賀事業所

ハノイ

ホーチミン

ベトナム

Eidai Vietnam Co., Ltd.

160,000,000株
46,783,800株

3,013名
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ホームページのご案内株主メモ

（ご注意）
1.�株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきましては、
原則、口座を開設されている口座管理機関（証券会社等）で承るこ
とになっておりますので、口座を開設されている証券会社等にお問
合せください。株主名簿管理人（三菱UFJ信託銀行）ではお取り扱
いできませんのでご注意ください。
2.�特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、
三菱UFJ信託銀行が口座管理機関となっておりますので、上記特別
口座の口座管理機関（三菱UFJ信託銀行）にお問合せください。
3.�未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払
いいたします。

■ 上場証券取引所 東京証券取引所　市場第一部
■ 証 券 コ ー ド 7822
■ 事 業 年 度 毎年4月1日から翌年3月31日まで
■ 定 時 株 主 総 会 毎年6月に開催
■ 剰余金の配当基準日 期末　毎年3月31日

中間配当を行うときは9月30日
■ 公 告 方 法 電子公告

当社ホームページアドレス http://www.eidai.com
ただし、事故その他やむを得ない事由によっ
て電子公告による公告をすることができない
場合は、日本経済新聞に掲載して行います。

■ 株主名簿管理人
特別口座の口座管理機関

東京都千代田区丸の内一丁目4番5号
三菱UFJ信託銀行株式会社

■ 同 連 絡 先 〒541-8502　大阪市中央区伏見町三丁目6番3号
三菱UFJ信託銀行株式会社　大阪証券代行部
電話　フリーダイヤル　0120-094-777

〒559-8658
大阪市住之江区平林南二丁目10番60号
TEL 06-6684-3000

A614Ze1211prPR第1版

トップページ

IR情報

　当社のことをよりわかりやすく、より理解し
ていただけるように、ホームページで紹介して
います。
　トップページでは、当社の事業活動そのもの
が環境保全活動であることの説明をしています。
　会社情報につきましては、「会社案内」「ＩＲ
情報」「環境について」といったコンテンツに分
けることで、株主・投資家の皆様がＩＲ情報へ
アクセスしていただきやすくするなど、当社の
情報を探しやすく、見やすい工夫を凝らしてい
ます。また、「ＩＲニュース」、「株価情報」とい
うコンテンツを設け、積極的な情報開示を行っ
ています。


